
第32回 食物依存性運動誘発アナフィラキシー（2021年11月30日 日本経済新聞掲載） 「健やか情報」ページに戻るトップページに戻る

＜ 正解 ＞
クイズの解説

食物依存性運動誘発アナフィラキシーは、食べただけでは症状が引き起こされず、一定以上の運動量が組み合わされて症状が生じる点に特
徴があります。運動する時間は食べてから２～４時間以内、運動の強さは、人によって異なり、軽い運動で症状が生じることもあれば、激しい運
動をしないと生じない人もいます。

【予防について】
食物依存性運動誘発アナフィラキシーは、予防することができます。基本的な予防対策としては、運動2～４時間前は原因となる食物を摂ら
ないようにして、また食べてしまったときは運動しないようにします。
「原因となる食物を食べたら運動しない」、「運動前に原因となる食物を食べない」の2点を守ることがとても大切です。また、風邪薬、解熱鎮
痛薬などの非ステロイド性抗炎症薬（NSAIDs）を服用することで、原因となる食物の吸収が促進され症状が現れやすくなるので、服用した場
合は運動、いつも以上に原因となる食物の摂取を避けるようにしましょう。

【きちんと診断して原因を特定しましょう】
現時点では、食物依存性運動誘発アナフィラキシーの初回発症を予測する方法がないため、一旦症状が起こってしまうと重症化する恐れがあ
るので注意が必要です。食後に運動すると「息がしにくい」、「のどや胸が締め付けられるような感じがする」といった症状が繰り返される場合は、
早急にアレルギー専門医のいる医療機関を受診しましょう。また、食物依存性運動誘発アナフィラキシーと診断された場合は、学校の先生などに
もこの病気の特徴や原因となる食物、症状などを伝え、原因となる食物を食べてしまった場合には運動を控えることや症状が起こってしまった場合
の対応などを話し合っておくことが必要です。

食物依存性運動誘発アナフィラキシーはきちんと診断して原因となる食物を特定し、食べたら運動を控える、運動するなら食べないことを心がけ
て、発症を予防するようにしたいですね。

「原因となる食物を食べたら運動しない」、「運動前に原因となる食物を食べない」の2点を守ることが大切です

Ⅲ＜ 正解 ＞原因となる食物を食べた後に運動する

食物依存性運動誘発アナフィラキシーの
注意するポイント

●食べただけでは症状が引き起こされず、一定以上の
運量が組み合わされて症状が生じる。

●症状が引き起こる運動の強さは、個人によって異なる。

●原因食物を食べたら運動しないようにする。
●運動前に原因食物を食べないようにする。

●食後に運動して息が苦しい、のどや胸が締め付けられる
ような感じがする場合は早急に医療機関を受診する。

●食物依存性運動誘発アナフィラキシーと診断された
場合は、学校にも伝え、症状が起こった場合の対応
を話し合っておく。

特徴について

予防について

対策について

https://www.takata-seiyaku.co.jp/general/sukoyakanavi.html
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